
このニュースレターは、六郷町、千畑町、仙南村、および国土交通省湯沢河川国道事務所が進めて
いる『自転車で繋ぐ町づくり』検討会の検討状況について地域の皆様にお知らせするものです。

　『自転車で繋ぐ町づくり』の検討を始めました

　３町村では、平成14年12月から新たな地域づくりを
模索する「千畑町・六郷町・仙南村合併推進協議会」
を設立し、平成16年11月に新設合併を推進するために
鋭意協議が進められています。

　地域の課題と検討の方向性　　　～地域活性化・生活・観光～

　六郷町、千畑町、仙南村では、地域の生活利便性、
活性化、交通において以下のような地域の課題が挙げ
られています。
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　これらの課題を解消するために『自転車で繋ぐ町づ
くり』検討会では以下のような町づくりを目指してい
ます。

３町村と自転車

　六郷町・千畑町・仙南村３町村の住民は明治以降の
奥羽本線の鉄道敷設により、自転車を活用しながら鉄
道の利便性を享受する暮らしを営んできました。
　このことから、多くの住民に早くに自転車が普及し
、利用され交流がはかられたことから、自転車に対し
ての愛着が深く、古くから自転車を活かした町づくり

３町村合併後の新たな町づくり

　六郷町・千畑町・仙南村の三町村合併を契機とした
新たな町づくりの方向性のひとつとして、古くから地
域の愛着が深い自転車に着目し、『自転車で繋ぐ町づ
くり』の実現に向けた検討を進めるため、自転車で繋
ぐ町づくり検討会を発足しました。

自転車で繋ぐ町づくり検討会

地域の課題 自転車で繋ぐ町づくりの方針
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た、観光や余暇・レクリエーションの振興た、観光や余暇・レクリエーションの振興
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※検討会委員の構成：３町村の企画課・建設課、体育指導委
員・体育協会、報道関係、国土交通省湯沢河川国道事務所、
秋田県仙北地域振興局、秋田県自転車連盟、秋田県立大学教
授の計20名
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が行われています。特に、六郷町は秋田県内唯一の自
転車競技場のみならず、併設して自転車競技のトレー
ニングセンター、競輪場外車券場（サテライト六郷）
の立地や町中心市街地のレンタサイクル事業も実施し
ています。



★ご意見・お問い合わせは下記までお願いします。

　六郷町役場　企画課　
　〒０１９－１４０４
　秋田県仙北郡六郷町六郷字上町２１
　℡０１８７－８４－１１１１
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　当検討会は、六郷町、千畑町、仙南村の「自転車で
繋ぐ町づくり」を実現するために、地域の皆様のお考
えを十分に反映させながら、今後も検討を進めて参り
ます。
　次回以降も検討会毎にニュースレターを発行させて
頂きますのでよろしくお願い申し上げます。

・鉄道は駅という「点」から町につながるが、自転車
は「線」的なつながりが可能となる。

　その特性をいかに活用して地域づくりを行うかが、
大きなポイント。

・日常生活で自転車に愛着を持つような町づくりを考
えていきたい。

・町づくりにおいて、サイン（標識・案内等）は非常
に重要。

・合併する３町村同士の繋がりが少ない。
・まちの一体感をつくりだす「しかけ」づくりが必要
・自転車で町を繋ぐためには何らかの「しかけ」の他
にも「住民の意識」も重要

　第１回検討会で討議された内容・意見　　　　Ｈ15.11.11　六郷町名水市場「湧太郎」 國之誉ホール

　第２回検討会における意見　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ15.12.9　六郷町公民館

第２回検討会では、３つのテーブルにおいて自転車との関わり方や町の活性化に必要だと思われる事など
について自由に討論を行いました。

　今後の方向性・お問い合わせなど・・・・・

第３回検討会（町づくりの基本方針の決定）
自転車で繋ぐ町づくりの基本方針について確認します。

第４回検討会（町づくりの具体化と実現方策）
具体的な自転車利活用策、町づくりの進め方
実行組織・支援組織のあり方について話し合います。

第５回検討会（町づくりの実行に向けて・・・）
町づくり方法を評価するための実証実験（案）を確認します。

・地域の人、観光客が楽しめるﾙｰﾄ設定やポイントラリ
ーなど仕組みづくりが必要

・イベント年次計画などマスコミを組み入れたアピー
ル、啓蒙活動が重要

・マウンテンバイク等新たな自転車利用も展開すべき
・親子の思い出・教育が重要
・自転車利用の安全対策が必要

・組織づくり、人づくりが重要
・自転車利用促進の新たなルールづくりが必要
・地域参加型・滞在型・回遊型のロードレースを！
・自転車を楽しむ道路環境整備も必要
・地域内移動の工夫が必要！
・観光面にも配慮を

・当地域は自転車活用・発展の素地(歴史・地形)がある
・イベントで意識・関心を高めることからはじめる
　（ただし一過性のイベントに終わらず、広がり・波及
するものを！）
・町の人が活躍する仕組みづくり（住民主体の組織）
・自転車が利用しやすい環境整備を大事なところから
・災害時の交通手段という観点も忘れずに！　

討議事項

・検討会趣旨について
・地域の課題について
・今後の進め方について

主な意見

テーブル１の主な意見・提案 テーブル２の主な意見・提案

テーブル３の主な意見・提案

（1月開催）

（2月開催予定）

（3月開催予定）


